
はじめまして！広島市立図書館です。高校生の皆さんが限られた時間の中で読書できるよう本との

出合いのきっかけを作ります！「図書館高校生通信」では、おすすめの本の紹介や図書館の利用につ

いてお知らせします。また毎号「高校生からのおすすめ本」では高校生から一押しの本の紹介をお届

けします。読書の楽しさが広がるきっかけになれば、幸いです。 

新しい１年が始まりました。心機一転、本を１冊手に取ってみてはいかがでしょうか？そして素敵

な本に出合ったら、友達にすすめて読書の輪を広げてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書名 著者名 出版社 出版年 

君たちはどう働くか 今野晴貴／著 皓星社 2016年 

研究するって面白い！ 伊藤 由佳理／編著 岩波書店 2016年 

仕事のカタログ 2017-18年版 桐光学園中学校・高等学校／編 左右社 2016年 

まんがで変わる仕事は 楽しいかね？ デイル・ドーテン／原作 

「仕事は楽しいかね？」研究会／

編 

藤森 ゆゆ缶／まんが  

きこ書房 2016年 

わたしらしく働く！ 服部みれい／著 マガジンハウス 2016年 

 

 

                            

書名：ユメ、キボウ、ミライ ―ブレイクの前夜物語― 

著者名：ＣＤ＆ＤＬでーた編集部／編 

出版社：KADOKAWA  出版年：2016 年 

 

 

 

中央図書館 2階の自由閲覧室 Bには、高校生を対象とした職業に関する図書コーナー「高校生のための

職業ハッケン!!コーナー」があります。職業について調べたいとき、将来について考えたいとき、このコ

ーナーをぜひ活用してください。 

第１号 

平成 30 年（２０１8 年） 

１月発行 

広島市立 

図 書 館 

ＵＶＥＲｗｏｒｌｄのＴＡＫＵＹＡ∞、ＡＡＡの宇野実彩子、三

浦大知ほか１２人のアーティストの下積み時代を振り返ったイン

タビュー集です。 

 輝かしい舞台に立っている彼らも、順風満帆だったわけではあり

ません。つまづいたり、立ち止まったときがあったからこそ、今の

自分があると彼らは語っています。苦労を乗り越えて夢に向かって

いく姿に勇気をもらえる１冊です。 

「図書館高校生通信」 

https://cdn.kdkw.jp/cover_1000/321602/321602000343.jpg


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書館からのおすすめ本 

          

書名：〆切本 

著者名：左右社編集部／編 

出版社：左右社  出版年 2016年 

この本は、とある高校で行われる、８０㎞の道のりを徹夜で歩き抜くという行

事の高３のようすを描いた物語である。ただ歩くだけのたった１日が描かれて

いるだけだ。それでいてこの本には恋愛・進路・友人関係という青春のすべて

が詰まっている。「ただみんなで夜歩く。それだけのことがどうしてこんなに

特別なんだろう。」彼ら、彼女らと８０㎞をたどれば、きっとその理由がわか

るはずだ。そしてきっと「青春」の感じ方が変わるはずだ。 

【リブサポ（広島市こども図書館 中・高校生ボランティア）：Ｒ.Ｎ】 

書名： 夜のピクニック （新潮文庫） 

著者名： 恩田陸 

出版社：新潮社  出版年：2006年 

発行：広島市立中央図書館 （学校連携担当） 

（〒730-0011  広島市中区基町 3番 1号） 

開館時間：火～金…9:00～19:00 

土・日・祝…9:00～17:00 

TEL 082-222-5542 FAX 082-222-5545 

 

URL  http://www.library.city.hiroshima.jp/ 

書名：あるアーティストと悪がきだったぼくのこと 

著者名：シェーン・ピーコック＝さく 

出版社：六耀社  出版年：2016年 

 少年のころアルル・タウン

に住んでいたぼくは、周りの

人と一緒になって、ある人を

からかい、いじめていた。そ

の人は毎日毎日歩き回っては

奇妙な絵を描いており、「絵

を描いて世の中の真実を語る

こと」が夢だという、とても

変わった人だった。ところが

ある日、ぼくはその人が描い

ている絵をのぞき見たとた

ん、震えるほど感動し、あま

りの驚愕にその場から逃げだ

してしまう。やがて年老いた

ぼくは、パリの美術館で再び

その絵と再会し、その人の真

実の姿に気づく。ある絵画の

巨匠と悪がきだったぼくのは

なし。 

高校生からの 

一押し本 

エッセイ 

絵本 

【図書館ＨＰ ＱＲコード】 

http://www.shinchosha.co.jp/book/123417/

